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Abstract 
τhe single potential-time curves of steel wire rods (5.5 mm dia， O.15%C) 
in H~S04 solution were measured.τhose of roughly polished wire rods were 
also measured 














よび酸化物剥離機構を究明するため富士製織株式曾祉の線材 (5.5mm dia.， O.15%C) を試





a). 試料・・・・試料は富士製織株式合祉の酸化物 <Scale)被覆せる線材である。 (5.5mm 
dia.， 0.15%C)ただとの場合酸化物は如何なる組成よりなヲているかが問題にャる。
しかしてとの酸化機構ならび、に組成にクいては種々論議せられて治りたとえぽ PfeiPlの設









































温度 : +250C 
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線材酸洗いについてのこ三の考察(第 1報) 375 
第 1 表
試料番競 温度 渡度(%) 表面獄態 民主理傑件
1 +25ヲC 31.5% 酸化物複覆のまま 援 斧 せ ず
2 ， " 粗 研 磨 浸演後 30分より後押
3 ゲ " " 浸演後直ちに m持，
4 11 40% 酸化物被靭のまま 援 持 せ ず
5 11 " 1 " 
6 " " 軍且 研 E毎 浸演後直ちに撹持
7 " 的% 酸化物被夜のまま 浸演後 45分より按枠
8 " /1 組 研 勝 浸演後 33分より撹搾
9 " " " 浸演後直ちに撹持
10 " " 1 " 
11 " マ0% 酸化物被覆せず 総 持 せ ず
12 切 I! " 漫漬後 30分より畿弁
13 " " I! 撹 持 せ ず
14 " " " 浸演後直ちに援持





試料 ④， @，⑥，にクいて得られた時間一電位曲繰は第 5闘のようである。
また試料 ⑦，⑧，⑨，⑩，について得られた時間一電位曲線は第 6園のようである。
試料 ⑪.⑬，⑬， @，にヲいて得られた一時間電位曲線は第 7園のようである。
( i) 酸化物被覆と組研磨との比企
各試料の酸化物被覆と組研磨とのむ比較して見ると第 4国および第 6国の示すよろに
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~令 話令十剥離せぬものと同じ型を示したー ~/3 
ととて剥離過程を考えるにクぎの二





出している地儲が酸と反躍し溶解し 。 /t? 之。 jt> 9tP .t"tJ dt> 
(前者は多孔性になる) 水素治よ力、 第 9 園







測定温度は十250Cのみで行クたが第 4園。①曲線，第 5闘。④，⑤曲線， 第 6箇l
( 66 ) 




比例して増加するがしかし 50%以上で、は溶解度が減じているO とれば生成された FeS04が
























(附附 26年 9月 日本化事合北海道支部 日本金属事合北海道支部ならびに
日本銭鋼協合北海道支部の合同率術講演舎にて音量表) (昭和25年10月31日受付〉
(2) 金属大系 9巻 47/48
( 67 ) 
